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まずは当期の決算概要です。 

ご覧の通り、売上高は前年同期比 35%増の 110 億円、営業利益以下につきましては前年同期比 2

倍の水準で着地しております。 

計画進捗率につきましては、売上高は 23%ですが、営業利益以下の段階損益につきましては 40%

以上となっております。 

これはコーポレートファンディング事業におけるホテルの売却が大きく寄与したことによるもので

す。 

また、物件仕入れも好調であり、不動産残高も大幅に増加しております。 
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ここからは事業別の実績についてお話しさせていただきます。まずは不動産の売買、賃貸等を行っ

ているコーポレートファンディング事業からです。 
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不動産売買を行っている不動産投資事業におきましては、ホテル 1 物件を売却し、売上高は前年同

期比 28%増の 88 億円となりました。 

この物件につきましては、利益率が非常に高くなっておりますが、第 2 四半期以降は例年並みに落

ち着いていくものと考えております。 

また、オフィス 3 物件の取得も完了し、将来の経営基盤となる不動産の積み増しは順調に進んでお

ります。当期も積極的に仕入れてまいります。 
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続いて、不動産賃貸についてです。 

ホテル、オフィス共に堅調で、売上高は前年同期比+26%の 7.5 億円となりました。 

賃貸利益率も高水準を維持しております。 
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コーポレートファンディング事業の最後は、ホテル運営についてです。 

ホテル運営売上高は概ね計画通りの 11.4 億円となりましたが、運営原価につきましては人件費の

増加等により 10.8 億円となりました。 
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コーポレートファンディング事業全体としましては、オフィスに値ごろ感があることからオフィス

を中心に積極的に投資をしております。この結果、不動産残高は過去最大の 919 億円となってお

ります。ホテルにつきましては、インバウンド需要や為替動向も考慮しながら、必要に応じて入れ

替えも検討してまいります。 



 
 

 

7 
 

 

続いて、アセットマネジメント事業についてです。 

前期は受託資産の売却に伴う大型の報酬があったため、当期の売上高は前年同期比ではマイナスと

なっております。物件の売却に伴い AUM は前期末比減少となっているものの、投資家のニーズは

引き続き強く、問い合わせも増加しております。 

引き続き AUM の増加、アセットマネジメント事業売上高の増大に努めてまいります。 
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最後に、クラウドファンディング事業についてです。 
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事業は順調に推移しており、売上高は前年同期比+7%の 176 百万円、営業貸付金は過去最大の

107 億円となりました。また、サービス開始以来の累計投資金額も 600 億円を超えております。 



 
 

 

10 
 

 

ここからは、2 月に発表しました新中期経営計画について説明させていただきます。 

今回の中期経営計画では「高度な専門性と IT の融合で不動産投資をリードし、独立系企業として

唯一無二の存在になる」という基本方針を掲げております。 

KPI としましては、売上高は 2024 年比 74%増の 600 億円、税前利益につきましては同 67%増の

167 億円を目指してまいります。 

ROE につきましてはやや目標値が下がっておりますが、これは、事業規模に応じてリスク管理を

考えた結果です。 

配当性向につきましては 18%以上を目安とし、不動産残高につきましては 1500 億円、アセットマ

ネジメント事業の AUM につきましては 3000 億円、クラウドファンディング事業 OwnersBook の

投資額につきましては年間 200 億円を目指してまいります。 
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キャピタルアロケーションについては、事業から得られるキャッシュインの大半を成長投資に使う

予定ですが、株主還元や人資投資にも資金を回してまいります 

また、この中期経営計画は、拡大期と位置付けておりまして、BS も大幅に拡大するイメージを持

っております。 

しかしながら、安全性と効率性の観点から自己資本比率にも気を使ってまいります。 
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企業価値の向上政策としては、ROE と PER の向上を目指してまいります。 

特に PER につきましては、同業他社の中でも大きくはなく、今後の上昇余地が非常に高いと考え

ております。 

また、PBR は 1.5 倍から 2 倍の間で推移しておりますが、こちらもまだまだ上昇余地があると考

えております。 
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PER の向上につきましては、期待成長率の向上と、株主資本コストの低減についてお話しさせて

いただきます。 

まず期待成長率の向上につきましては、前中期経営計画達成の実行力を持って、本中計の達成を目

指すことをご理解いただければと思います。 

次に、積極的な IR 活動によって、機関投資家や個人投資家の皆様に当社事業を丁寧に説明し、当

社の成長性について深く理解していただけるように努めていきたいと思っております。 

株主資本コストの低減として、業績ボラティリティの低減があると考えております。不動産セクタ

ーはどうしても市況の影響や、四半期、季節性の影響を大きく受ける事業が多いと思っておりま

す。 

その中で、当社は流動性の高い東京というエリアで勝負することにより、四半期、年度にかかる業

績のボラティリティを抑え、コロナ下においても業績を右肩上がりで成長させることができまし

た。こちらを今後も続けてまいりたいと考えております。 
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次に、株価を意識したインセンティブ設計についてお話しさせていただきます。 

取締役につきましては、固定報酬の他、譲渡制限付株式報酬とストックオプションを付与しており

ます。 

また、従業員へは給与・賞与の他、ストックオプションや従業員持株会という制度を設けておりま

す。 

このように株価を意識した長期的視点での経営や、事業推進ができるインセンティブ設計を行って

おります。 
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最後に、株主還元についてです。 

「業績拡大により企業価値・株主利益の向上に努める」を基本方針としておりますが、配当方針と

しては「配当性向 18%以上を目安に安定的かつ継続的な利益還元を行う」を掲げております。 

グラフの通り、EPS は年平均成長率 36%で上場以来成長させております。 

これを新中期経営計画でも継続し、10 期連続での増配を目指してまいります。 

今後も業績を拡大し、株主の皆様に期待に応えられるよう精進してまいりますので、引き続きどう

ぞよろしくお願いいたします。 


